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 最近,老年病についての研究も盛んとなって来た。婿入科領域においても初老期現象の一つと
 して更年潮障害がある。この本態についての従来の見解は卵胞ホルモン減少説,ゴナドトロピン
 過剰原因説など,すべて卵巣がその原因であるとされ,従ってまた老化の初発部位も卵巣である
 と考えられてきた。
 しかしたがらoeigyの報告によれば老化ラット卵巣にも幼若卵胞の存在が調められ,閉経後の
 入卵巣でも成熟人卵巣と同様にandrOgenよりe8trOgenの生成能があることが山田(喜)
 の実験で証せられ、更に神尾等の成熟、老化両ラットの卵巣交換実験等より卵巣が老化のtriggeri
 では左いことが明らかとなった。
 九嶋らは更にラットで膣の移植及び卵巣の移植実験等をす、め脳下垂体よりも上位,恐らくは
 性腺系に関する限り性中枢の存在する視床下部に老化が初発するもの』ようであると言う見解を
 提出した。
 脳の老化所見として組織学的には.神経細胞の萎縮,脱落,色素変性.血管硬化などが挙げら
 れているが,更年明の婿入の年令では未だこのよう左退行性変化は明らか噛では左い。この時期に
 組織学的に老化所見を検索する方法として真島は螢光顕微鏡を用い観察した結果,幼若より老化
 に至るラット間脳視床下部では緑色より赤色への色調の移行を認め,同様の変化が人階脳神経節
 細胞でも認められる肇より.この赤色側への色調移行を老1ヒによるものと結論した。
 そこで筆者はこの逆の色調変化は性中枢の老化阻止を示すものと考え.丁度入間の更年期にあ
 たる老化雌ラットを用い,各種薬剤を投一与した際の視床下部の色調を検しその老化阻止作用につ
 き検討した結果,2～3の興味ある成績を得た。なお動物で老化阻止作用があったと考えらわ,た
 薬剤を主として更年期の自律神経症患者に応用し,またラット知能に及ぼす影響も観察したので
 その成績を併せて報告する。
 1)老化,阻止作用に関する実験:実験材料は生後650日を経過1たWi8七ar系老化1堆ラッ
 トでLong&E▽ans法に従い実験開始前10日間にわたって膣脂膏を検し性周期の消失を
 確認したもの＼みを用いた。
 実験方法は老化ラットを2群に分け1群5匹とし,1継を対照とし他の1群に老化1趾乃至予
 防作用のあると考えられる約20裡の各種薬剤を一律に5週間投与した。投薬終了後の翌日断頭
 して脳を速やかに摘出し10%ホルマリン液に固定し,5μパラフィン切片作製,2,000倍
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 acridine-orange液にて15～30秒染色,螢光顕微鏡で間脳視床下部の視索上核,室
 勢核.腹内側核等の二1次螢光を観察した。
 その結果は動赫硬化予防剤,ホルモン剤,強肝剤では赤色螢光を呈し.対照群と比べて差がな
 く老化阻止作用は認められなかった。
 生後7日の仔牛脳より筆者が触出した複合糖脂質のGangエio8id.e(以下Gと略)では橙
 色から褐色の螢光を呈し,最も強い老化阻止作用を認めROyaユJe■1y,OrOtieacid
 はこれにつぐ阻止f乍用を、GABA、7-Oryzanoユ,塩酸プロカイン,DNA、ehond,rO-
 itin8uユfate,成熟牛脳よウ抽出したG・では甚だ弱レ、がイ乍用のある箏を認めた。
 亘)Gangユio8iαeのラット知能に及醸す影響:老化ラット間脳の老化阻止に最も効果の
 あった仔牛脳Gをラットに投一与し,知能の向上について検討した。
 実験材料は生後90日の成熟Wi8七ar系雄ラットを用いた。
 実験方法はラットを2群に分け1群8匹とし,て群を対照とし他の1群に仔牛脳αを1日0.5
 噂連日40日間筋注した。注射終了後の翌日から5日間,Heff-Wiユlia皿s変法による迷路
 テストを行った。
 その結果は短期間投.与の為か,対照群の平均値9ろ8,G投与群988,標準偏差は対照群
 1.41,G投与群2.20で両者に有意差は認められず,知能上昇は認められなかった。
 皿)Gangho8ide..による自律神経失調症の治療実験:弱いながら老化阻止の認められた
 塩酸プ・カインやトOry'zano⊥には自律神経調整作用があり,自律神経失調症に有効であっ
 たので老化阻止作用の強かったGを自律神経失調症患者の治療に応用してみた。
 治療対象は東北大学産婦人科に寿いで主として更年期自律神経失調症と診断された患者50名
 である。
 σは低温乾熱滅菌したものを10鰐/㏄宛5日間筋注した。左齢患者の自律神経機能を知る目
 的で本川式電気閃光値,九嶋,鈴木の提唱した豚拍変動係数,血圧変動係数の5種を測定し.ま
 た注射終了後にも測定して効;果判定の一助にした。
 その結果は著効4例(1五5%),有効15例(453%),梢有効7例(23,5%)と計24
 例に症汰の改善が認められ,無効は6例(20%)であった。有効例は更年期自律神経失調症に
 多かった。
 本川式電気閃光値.血圧変動係数,並びに豚拍変動係数の5者を同時に実施した成績を綜合し
 てみるに治療前は少くも何れ.か一つの検査法で不安定値を示した。また注射終了俵に症状が消退
 したものは不安定他側より安定値側に移行して行ぐ傾向がみられ,無効例ではこのような傾向を
 認められ.左かった。左おα注射には副イ乍用とするほどのものは認翠)られなかったが50名中2例
 にG投与中に正常周期を乱して月経様出皿の発来を認めたものがあった。
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 従来,性腺系の老化は卵巣にはじまると信ぜられていた。然るに著者の屈する教室の研究によ
 って,老化初発は卵巣ではなく,その.上位すなわち間脳視床下部であることが判明している。そ
 こて著者はこの視床下部の老化を阻止する因子を追求しようとして,組織老化の尺度は教室の真
 島のアクりジン・オレンジ染色後の二次螢光色調を用い,この色調を若年圓ぐ短波長螢光側)に
 転ずる因子を追及しているし
 Wistaτ『系ラットは生{麦65〔〕1ヨをづ』ぎると仁ヒ周lt月力i～肖失づ巳Z)ので,～:二のようなラットを老
 化ラットとして実験に用いた。老化阻止作用の有無は,老化ラットを2群に分け,一方を対照と
 し,他方に検体を侮日注射し,5週間後に一斉に殺して間脳視床下部の螢光色調を比較し,検・体
 注射群の色調が若年蝦〔とどまったものをもって,老化阻止1乍用が存在するものと判定した。
 この:決定によれば動脈硬化予防剤,性ホルモン剤,強肝剤などには老化阻止効果がなかったが,
 新生仔牛脳から誼者自身で抽出したガンダリオシードには可成りに強い阻止効果を認め,・一ヤ
 ルゼリー,オロチン酸などはこれについで強レ・効果があり,〔}ABA,ガンマオリザノール,塩酸
 ブ・カイン,DNA,コンド・イチン硫酸,成牛脂から抽出したガンダリオシードなどて弱い阻
 止効果を認めた。
 間脳老化阻止効果は当然間脳自律神経機能にも影響して自律神経失調を調整する作用があるこ
 とが推定される。垣酸プロカインやガンマオリザノールは既に有効で塗ることが確認されている
 のて,著者は自家抽出のガンダリオシードにもこの効果が存在するか否かを臨床実験し,89%
 の有効率力{あることを確認している。
 また間脳老化はR聾Aの減少であるという教室矢島,金田の成績から,老化阻止物質はRNAの
 増加を来すものではないか,それならば幼若ラットの知能にも影響を及栢1すであろうと考え,ガ
 ンダリオシードでこれを実験しているが,これは陽性結果が得られなかった一…としている。
 以上のごとく,この研究は十分学位授与に価するものと判定した。
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